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【目的】コンポジットレジン修復において，ボンディング材
の接着性能は重要であり，より高い接着強さが望まれる．本
研究では，ジーシー社より開発された新規 2ステップボン
ディング材（BZF-29）の接着強さを評価することを目的と
した．
【材料と方法】岡山大学大学院医歯薬学総合研究科の倫理委
員会の許可（承認番号 189 号）の下，ヒト健全抜去大臼歯
10 本を使用した．耐水研磨紙#600 にて研削した歯冠部象牙
質平坦面を被着面とし，BZF-29 あるいはクリアフィルメガ
ボンド 2（MB2, クラレノリタケデンタル）により歯面処理
を行い，クリアフィルAP-X（クラレノリタケデンタル）を
築盛した．37℃水中に 24 時間保管後，微小引張強さを測定
した（n＝ 100）．破壊様式は，実体顕微鏡にて観察した．接
着強さの比較は，Student-t�検定を用い有意水準 5%で行っ
た．
【結果と考察】BZF-29 と MB2 の微小引張強さは，54.6 ±
21.0�MPa，45.9 ± 16.6�MPa とどちらも高い値を示した．両
者の比較では，BZF-29 は MB2 と比較し有意に高い値を示
した（p<0.05）．破断面解析では，両者ともにコンポジット
レジンの凝集破壊が多く認められた．BZF-29 の方が，コン
ポジットレジン内部での破壊がコンポジットレジンとボンド
層間の破壊よりも顕著に認められ，歯とボンド，ボンドとコ
ンポジットレジンの接着が非常に強固であると推測された．
【結論】BZF-29 は象牙質に対し高い接着能を示すボンディン
グ材であることが示された．
　本研究において，開示すべき利益相反関係にある企業など
はありません．
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